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静岡県庵原郡阿河内村北部の地質

4 年相原 淳

般世里山ー筒爪山ー真富士山アルカり 丸山岩帯町東冊脚主Edmund Naumannによって

命名苫札たFossa Magnaの岳虫垂であ り‘又細jt.1Iト 静刷地質構1齢空白南部にl>たる。

こり地域の地質学自併杭置を胡らかにする事は日本の地t~骨量l'iH\:の上できわめて謹製な4>から、

唱者世昭和30年度前期卒業論文と Lて両河内村ゴ凶Eの地質柑進を研究したのでその妥約を報告

するa

本調査池島誌の地層は企て中新世且び鉾新此の砂噌 ・僻治・頁岩五周であり、革者はこ孔らを下

部より骨'i:Uri，11Ii's鮮 ・111合野，tili芋・和四品j首群 ・清見寺婚訴に大.'Jする。

能)~山厨瀞は海抜 l00 0m内外の首li.I1í山ー且富士山山俊止国代峠的近に源を発ナる断起棋谷

で島る興樟川との闘に分布している。定向はほぼN-Sで酒，、.'"6 0 Ilf.傾〈単創構造をなし、そ

の厨厚は1700 m以土である。下部より必熔頁結五1M・黒色頁岩脳・活必古貝結五膚 ・銀色頁岩

婦の阪に重っている。中部6溺泊頁岩_aJi4中には時に制を時有してしる。こ孔らをそれぞれ河内

E勿岩頁岩互認 ・宝の笹貞治JtJ・石沢砂岩民正胤 ・寺社制民岩層止呼ぶ。こιらの地局は全て盛合

的に亙ってお り廷は国代陣逆断胞で切ら7，'1."西線は所繭糸f~lI l- 静同地質有b宜般によって切ら札、

石英紘持・ 粗函安山宕 ・ 石英艇を介して成機IU- 昔IV~山ー 奥富士山プルヲ2 り 火山岩帯と筏してい

る。

和臼島尉z群宇判iは主中f何可内-手効由師逆[附町叩l膚苦にそつた由断'?Jt崎書級谷 Eめ石中炉何rJ/内付 '川川1円lによつて下宍~I伊~~和》研貝寺緬緋

と境苫21L刊 西iii概官酔f主H湯3沢f肘吋近

00 j皿乱ιu:であるn 本府群仕戸河I合野k椅書群と共巴 曲締造をなし、栂肝附f~近Eをi通週る約 N 70111つ方P肉の

凶へ矧〈稽曲軸がある。ほとんどが砂芳賀岩互閣でわるが中部以Jには附亡{離主鴨イi-r品、最上

部には泥岩出!!ら札車。穆渚は本局群を和問品事;p"ヰ頁岩五:噌・拾村iiIl-¥'fに凶分した。本j胃群当笥貰

中には2度の刈11岩の噴出活動があった。始めの活劫は中河内パス停留所の北に露出するもので
/' 

こ札を中河内士山岩と命名する。次の活動は両M内村葛沢吋近を中心とし樽北方 lKt!lの地点ま

で分布しこ札を:m沢3火山岩と呼ぶ。 こlLらの火山自はも、-J'ALも含普通蹄石角閃石安山泊ないしは

角附石安山岩の築B.l!吾岩である。給付泥岩は第2のえ山活動の直後に堆積したもので鶴岩から泥

岩l~ってし、る。

J11骨量T踊開l.lil.jM内刊川甘封以来北の山地を棋fJXL.北へ広〈分布す在憐措 ・砂岩からなりj醤)l，t

ノ
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は 1700m以よである。上述した如〈 JMれ在日行とは平行不鏡台であり、上限内問f切市逆$i;~曜に

よって沌I~山 ，ÿ!i:fi'f:と接している。 tf持士巨f型から制限まであるが大部分大磯と中隊で繰債は砂持・

員岩・赤色起草雪・石灰岩・同特科・花宙科などである。 i止T吉tEFちイ、接合商のよは基底説法の如

在外153を呈L、boulcLer bearエng cob'Jlo c ong.であるが甲部にな

ると様の大きさ、被度共t:JJ、さくなり、民岩を挟むよつになるg 上古~f"tl￥U'boulder

bear工ng c ob'Jle c 0 ngQ となる。ぶ1f]は南部に於て凶訴を活ヘ河けた半月状

の向斜部を作り日]斜輸は樽をi迫る背斜軸とほど平行して、、る。本A!i中部には火山岩が挟~1してい

るo J[ijその北i若から湯沢の百万まで地届の定向にモってfoり、 こ札を元町火山;I:}と名付けた。説

品~l(}~をともな 5 官普通民r!，角肉石安山岩の従捜質問』若からなってし、る。

中河内JIIτ;坊の山地は清見寺島jt洋I~lj痢「沙問宕婦が分布する。本物じlヒtaB'寸j" < d.ど泌がg，(な

札幌は中悦 ・剖i認で砂主2・1'¥.当などからなっている。

fNJI、山思俳・和田島崎訴 ・ 川合fu.t}ilì併はし、宇札も化石に乏 L( イuiによるE新t決定:;ti~来なか

ったが、的見寺hj斜，r:j~'ijtrPlm~ iiiiから(エLFlyc Jr1119r l S tot Omien8i 8 M-

ak工yamat神<R原で発見さ札f23佼から掛川it:i訴と苅比喜左していたが、 こ札をうらす=けるも

のである3

官vi¥山峰若手刊1村桂地域内でこそ単純なJil斜有事泣である抗上黒川以南では設確な♂曲椛迭を

なしている。 t}¥L1f¥山Fm洋・川合!!!"j叫軒、相田鳥居者宇は市4むに*WI7.，行した街dd庖によって出:;:rし

た各地誌の中でーとの層向が者L(変化し、 ーと孔ぞ4しの福曲剥り僧角"vx平副と大きな角をなして

L 、る、 この尋iI主フ〈井川芹泊正也2iJの路右手を5tけた中耕UL心地内向1TFdi と j4.n..~.ì:..る。

清見寺崎器開可視五局は市北走行言!の単斜消耗2で中軒;'1止の地岬ほと'!i!姶なtl品iサ島宣11見らィしない。

相任l品局詳とは中河内司袖，~断層で3寛吉Zしているので、 f!ii-:1干の関係t主主主念ながら不明であるが‘

この上うな右骨宜上の温いから本部1tE1鋭部!JP新 Ut米の大井川信dfl巡亙うと鮮桁位以後の瑞恕フオツ

サマグナ 拘巡ぬの交文 曲帯と考えるlt~カミH43長る。
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